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青梅市青少年友好親善使節団姉妹都市ボッパルト市訪問帰国報告

主 な 交 流 プ ロ グ ラ ム と 団 員 メ モ
８月８日　ボッパルト市到着・歓迎のあいさつ

　フランクフルト空港からバスに乗り、

ライン川沿いの古城を見ながらボッパル

ト市へと向かいました。

　ボッパルト市では多くの方々に笑顔で

出迎えていただき、ホームステイの不安

が和らぎました。

８月９日　市内めぐり・公式歓迎会

　ガイドさんのお話を聞きながら市内を散策しました。美しい街並みに感

動し、ボッパルトで過ごす日々がますます楽しみになりました。

　午後に行われたボッパルト市による公式歓迎会では、練習したドイツ語

で自己紹介しました。

８月１０日　マルクスブルク城・消防ボートでライン下り

　マルクスブルク城では、中世騎士時代のま

ま残っている城塞や鎧等を間近で見ることが

でき、歴史の重みが感じられました。

　午後には、ライン川を消防ボートで下りまし

た。川から見るボッパルト市は、また違った美

しさがあり、つい見とれてしまいました。

８月１１日　 ハイキング・ボランティア消防団による救助訓練体験・午後

フリータイム

　電車でフレカスフォーヘ駅へ行き、ライン川が５つ

に見える塔までハイキングしました。到着後に行われ

たボランティア消防団による救助訓練では、搭の最上

部からロープを使っての脱出訓練を体験するなど、消

防団の高度な技術を実感することができました。

８月１２日　フリータイム

　ホストファミリーの皆さんと充実した１日を過ごし

ました。

８月１３日　 エーレンブライトシュタイン要塞・コブレンツ市街地での

ショッピング

　高台にあるエーレンブライトシュタイン要

塞からは、ライン川とモーゼル川が合流する

ドイチェスエック（ドイツの角）が見え、２

つの川の色の違いがよくわかりました。

　また、コブレンツ市街地では、ボッパルト

市の皆さんとショッピングを楽しみました。

８月１４日　 カントギムナジウム訪問・バイオガス施設見学・友好の夕べ（歓

迎パーティ）

　カントギムナジウムの校長先生や生徒の皆さんによる歓迎会があり、同

世代交流を行いました。

　その後、恒例となっている姉妹都市公園に自分の名前を書いた多摩川の

石を置きました。

　午後は、市内にあるバイオガス施設を見学しました。環境先進国ならで

青少年友好親善使節団派遣報告会

　第１７回青梅市青少年友好親善使節団（団長・野島青梅市議会副議長）１２人が、８月８日から１７日まで姉妹都市ボッパルト市を訪問しました。

　団員は、ボッパルト市の家庭にホームステイをしながら、交流プログラムに沿って親善交流を深めました。

問い合わせ　秘書広報課交流担当

はの取り組みに感心させられました。

　ライン川沿いのカヌークラブで行われた友好の夕べでは、事前研修で練習

した書道パフォーマンスと盆踊りを披露しました。また、よさこいソーラ

ンやドイツのダンスをボッパルトの皆さんと一緒に踊り、大変盛り上がり

ました。このパーティを通じて、ボッパルトの方々との距離が縮まりました。

８月１５日　ケルン・ドイツ歴史博物館（ボン）

　ケルン大聖堂は、至る所に繊細な彫刻やステンド

グラスが施されており、差し込む日ざしに神々しさ

を感じました。

　また、ボンにあるドイツ歴史博物館では、日本で

は見ることができないドイツの視点での歴史の捉え

方を学ぶことができ、大変勉強になりました。

８月１６日　送別式・ハイデルベルク

　充実した日々はあっという間に過ぎ、帰国の

日が来てしまいました。

　多くのホストファミリーと一緒に訪れたハイ

デルベルクでは、最後の交流を楽しみました。

　とうと

うフラン

クフルト

空港に到着です。お世話になったホス

トファミリーの皆さんとのお別れは、

寂しい気持ちと感謝の気持ちがあふ

れ、涙が出てきてしまいました。

　ボッパルトというすてきな街、すて

きな人々と過ごした９日間、私達はと

ても幸せでした。

　これからもボッパルト市の皆さんと

の交流を続け、再びボッパルト市を訪

れたいと思います。

姉
妹
都
市
ボ
ッ
パ
ル
ト
市
を
訪
問
し
て

団
長　

青
梅
市
議
会
副
議
長　

野
島
資
雄

　
こ
の
た
び
、
私
は
、
８
月
８
日
か
ら
17
日
ま
で
、
第
17
回

青
梅
市
青
少
年
友
好
親
善
使
節
団
の
団
長
と
し
て
、
10
名
の

青
少
年
と
と
も
に
姉
妹
都
市
で
あ
る
ド
イ
ツ
・
ボ
ッ
パ
ル
ト

市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
使
節
団
の
団
長
は
、
青
梅
市
議
会
議

員
と
し
て
初
め
て
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
が
初
め

て
の
姉
妹
都
市
訪
問
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
を
含
め
団
員
は
、
期
待
と
不
安
の
中
で
の
訪
問
と
な
り

ま
し
た
が
、
ボ
ッ
パ
ル
ト
市
で
は
、
ベ
ア
シ
ュ
市
長
を
は
じ

め
市
役
所
の
職
員
や
、
ロ
ー
ス
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
ボ
ッ

パ
ル
ト
・
青
梅
友
好
協
会
の
皆
様
方
、
ボ
ッ
パ
ル
ト
市
民
の

方
々
か
ら
、
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。

特
に
、
私
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た

ロ
ー
ス
会
長
に
は
、
公
私
と
も
に
大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝

に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
私
を
含
む
団
員
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
こ
と
で
ド
イ

ツ
の
家
庭
や
文
化
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
、
姉
妹
都
市
交
流
な
ら
で
は
の
貴
重
な
体
験
が
で
き
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
団
員
は
、
今
回
も
中
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
の
幅

広
い
年
齢
層
で
あ
り
ま
し
た
が
、
非
常
に
明
る
く
、
年
齢
差

を
感
じ
な
い
ま
と
ま
り
の
あ
る
チ
ー
ム
で
し
た
。

　「
友
好
の
夕
べ
」
の
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
日
本
で
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
繰
り
広
げ
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ボ
ッ
パ
ル
ト
市
で
過
ご
し
た
毎
日
は
、
団
員
に
と
っ
て
生

涯
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
、
と
て
も
刺
激
的
な
日
々
で
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
と
の
別
れ
は
つ
ら
く
、

最
後
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
で
は
涙
を
流
し
な
が
ら
の
お

別
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
ボ
ッ
パ
ル
ト
訪
問
で
あ
り

ま
し
た
が
、
ボ
ッ
パ
ル
ト
市
職
員
や
友
好
協
会
、
そ
し
て
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
様
の
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し

に
、
半
世
紀
に
わ
た
る
両
市
の
交

流
の
深
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
10
日
間
で
し
た
。

　
参
加
し
た
団
員
に
は
、
今
回
の

感
動
と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
こ
の
経
験
を
周
囲
の
方
々
に

伝
え
、
両
市
の
交
流
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
心
か
ら
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　滞在中の経験や学んだことを団員たちが発表

します。ぜひお越しください。

日時　１０月２日（火）　午後７時～９時

会場　市役所２階２０４～２０６会議室

入場無料

直接会場へ


